
　

（前年対比 +12件 +0.4％ )

（前年対比 +1人 +2.7％ )

（前年対比 +69人 +2.0％ )

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年
7,836 6,598 5,879 5,294 4,876 4,212 3,647 2,893 2,850 2,862

74 63 73 53 55 39 57 49 37 38
10,214 8,545 7,625 6,651 6,178 5,361 4,592 3,555 3,530 3,599

交 通 事 故 発 生 状 況

滋 賀 県 警 察 本 部

令和５年度
滋賀県交通安全スローガン 事 故 ゼ ロ に ！ 思 い は ひ と つ 滋 賀 の 道
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交通事故の推移（１０年間）
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発生件数、死傷者数は前年に比べわずかに増加
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１日平均の事故

令和４年中の自動車乗車中死者　　　人

・自動車乗車中死者のシートベルト着用率は前年と
　比べて増加した。
・非着用者３人の内３人(100.0％）がシートベルトを
  着用していれば助かった可能性がある。

市町で 人35
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発生市町別

は死者０人の市町

※数字は死者数を示す
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0 甲良町

0

多賀町
0

着用率

72 .7%

県内者 32人 県外者 6人
(84.2%) (15.8%)
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～発生　　　件、死者　　　人～

令和５年度
滋賀県交通安全スローガン 通 学 路 ゆ ず る 笑 顔 の 滋 賀 ナ ン バ ー

※死者とは、交通事故発生から24時間以内に死亡した人をいう。
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３月、４月、１０月の死者数が過去５年平均よりも多かった。
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１９時、２０時台の死者数が各５人と最も多く、顕著にあらわれていた。

38件 15件

3838

木曜日の死者数が８人で最も多かった。

※ 交差点付近とは、交差点からおおむね３０メートル以内をいう。

人対車が７件と最も多く、半数近くを占める。単路（直線、カーブ等）が６割を占める。

令和５年度
滋賀県交通安全スローガン じてんしゃも ほこうしゃゆうせん まもろうね
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夜間の死者数が昼間を６人上回った。
車両単独による死者が最も多く、夜間が８人を占める。

歩行中の死者が最も多く、全死者の
３４．２％を占める。（前年比＋３人）
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前方不注意による死亡事故が最も多い。
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飲酒運転による事故の死者数の推移

※若年者は16歳～24歳
高齢者は65歳以上
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